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京都:Re-Search 2017 in 福知山

8
月
21
日
か
ら
14
日
間
、
京
都
府
内
外
で
活
動
す
る
ア
ー
ティ
ス
ト
が
福
知
山
市
内
に
滞
在
し
、
各
自
が
設
定

し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、福
知
山
市
の
風
土
や
歴
史
等
を
調
査
し
、そ
こ
で
の
発
見
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
作
品
プ
ラ
ン
の
構
想
を
作
成
し
て
、次
年
度
に
そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、そ
の
記
録
を
デ
ー
タ
化
し
、ア
ー
ト
の
視
点
に
よ
る
新
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。

国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
か
ら
、
リ
サ
ー
チ
の
手
法
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

作
り
方
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、参
加
者
の
調
査
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

京
都
府
内
で
は
、
交
流
人
口
の
拡
大
、
地
域
の
活
性
化
へ
繋
げ
る

さ
ま
ざ
ま
な
取
組
を
行
っ
て
い
ま
す
。

そ
の
一つ
と
し
て
、
ア
ー
ティ
ス
ト
が
一
定
期
間
滞
在
し
、
地
域
で
制

作
を
行
う
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h
」
を
実
施
し
、
地
域
が
本
来
持
ち
得
て
い

る
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
そ
の
魅
力
を
ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
引
き
出
す
こ
と

を
試
み
て
い
ま
す
。

2
0
1
7
年
度
は
8
月
か
ら
9
月
に
か
け
て
、
福
知
山
市
内
で
「
京

都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
7 

i
n 

福
知
山
」、
京
田

辺
市
内
で
「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
7 

i
n 

京

田
辺
」
を
実
施
し
ま
し
た
。
そ
し
て
10
月
か
ら
11
月
に
か
け
て
は
、

舞
鶴
市
内
で
「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
6 

i
n 

舞
鶴
」
の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、 

地
域
の
新
し
い
ア
ー
ト
ド
キ
ュメ
ン

ト
(＝
記
録
)を
作
成
す
る
「
大
京
都 

2
0
1
7 

i
n 

舞
鶴
」
を

開
催
し
ま
し
た
。ま
た
12
月
に
は
京
都
文
化
博
物
館
別
館
に
て
、「
京

都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h
×
福
島

:

は
ま
・ 

な
か
・
あ
い
づ
文

化
連
携
プ
ロ
ジェ
ク
ト 

フ
ォ
ー
ラ
ム
」
を
開
催
し 

ま
し
た
。「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

」
と
東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
県
立
博

物
館
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
は
ま
・

な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
の
共
同
開
催
に
よ
り
、

そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
し
た
ア
ー
ト
が
社
会
(地
域
)に
与
え
る
可
能

性
に
つ
い
て
議
論
を
深
め
ま
し
た
。



「タマムシの衣装を身にまとい、私は街へ出た」

「人間も自然の一部である」という感覚が福知山の人々の心に残っていると感じ、
タマムシの衣装を着て変装することで、多くの人たちと出会え、受け入れてもらった。

「福知山民族文化研究所 構想」

今回は市内に残る２軒の銭湯のリサーチに注力した。自分だけの作品ではなく、
町の人との関わり合いの中で物を作る面白さや難しさを感じた。

「
地
域
の
鬼
伝
説
の
イ
メ
ー
ジ
と
融
合
し
て
タ
マ
ム
シ
の
姿
を
捉
え
ら
れ

た
り
、私
が
思
っ
て
も
見
な
か
っ
た
受
け
入
れ
方
が
さ
れ
ま
し
た
。

そ
こ
で
地
域
独
自
の
部
分
が
現
れ
面
白
か
っ
た
で
す
。」

1992年大阪府生まれ、在住。同志社大
学文学部美学芸術学科卒業後、2012年
頃からペインターとして活動開始。自然
現象の中にある不思議に感動する気持ち
を原点にしている。

いけなが・りの

「
銭
湯
を
紹
介
し
て
く
れ
た
方
や
リ
サ
ー
チ
中
に
出
会
っ
た
方
が

滞
在
中
も
度
々
気
に
か
け
て
く
れ
、

町
の
人
と
の
関
わ
り
合
い
の
中
で
物
を
作
る
面
白
さ
や

コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
の
大
切
さ
を
感
じ
ま
し
た
。」

おおひら・ゆかり
1988年岐阜県生まれ、大分県在住。東北芸
術工科大学大学院日本画研究領域修了。大
平自身が出会ってきた風景や身体感覚のよう
なリアリティがあるものを手がかりに制作を
行う。

「＃ 元伊勢」

訪れた元伊勢神社で過去の賑わいを想像し、今は国道にあるカフェに「賑わい」や「幸
福感」が移行していると感じた。展示場所ではカフェ形式で「現代版お伊勢参り」
を試みた。

「
福
知
山
で
得
た
生
の
情
報
や
体
験
を
元
に
作
品
を
制
作
し
て
、

『
福
知
山
コ
レ
ク
シ
ョ
ン
』と
し
て
ま
と
め
た
り
、『
ア
フ
タ
ー
福
知
山
』と
し

て
３
年
後
に
ま
た
カ
フ
ェ
を
調
査
し
た
い
で
す
。」

1982年青森県生まれ、福島県在住。
2006年武蔵野美術大学卒業後、2015
年から制作活動を開始。日常生活で
の違和感、気づきを元に、今を映し
出す作品を目指し制作している。

こまつ・かなこ

小
松 

可
奈
子

「
こ
の
滞
在
が
、レ
ジ
デ
ン
ス
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
土
地
の
人
と
い
う
役

割
を
通
し
て
相
手
と
出
会
い
、

故
に
そ
の
背
景
に
あ
る
地
域
と
歴
史
に
出
会
う
、と
い
う
体
験
で

あ
っ
た
ら
い
い
な
と
思
い
ま
す
。」

なついけ・かざゆ 「夢の山々をめぐる」

「鬼」についてリサーチを行った。その内容だけでなく、市内を移動したり、
地域の人たちと話をする機会が多く、違う文化や価値観を知ることができた。

1984年静岡県生まれ、2010年京都市立芸
術大学大学院美術研究科漆工専攻修了。人
の想像できる範囲とその外側に興味を持ち、
写真等を使いながら、インスタレーションを
発表している。

京都:Re-Search 2017 in 福知山 参加アーティストの取組 0405

池
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梨
乃

大
平 

由
香
理

夏
池 

風
冴



「
今
回
の
調
査
で
は
、街
の
人
々
と
関
わ
る
機
会
が
多
く
あ
り
ま
し
た
。

地
域
の
地
蔵
盆
に
参
加
し
、だ
ん
だ
ん
踊
れ
る
よ
う
に
な
る
と
、

自
然
と
地
域
の
人
た
ち
も
声
を
か
け
て
く
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。」

1993年京都府生まれ、現在愛知県立芸
術大学大学院で視覚伝達デザインを専攻。
これまでイメージと現実のズレを面白が
ることをテーマとし、特に「たぬき」を
モチーフに制作を行う。

ひさもと・たかと

ヒ
サ
モ
ト 

タ
カ
ト

「
養
蚕
は
明
治
以
後
の
日
本
の
一
側
面
を
移
す
歴
史
と
密
接
し
た
産
業

で
す
。日
本
史
の
大
き
な
流
れ
が
福
知
山
の
生
活
の
中
に
凝
縮
さ
れ
て
い

る
の
を
見
つ
け
る
の
も
と
て
も
面
白
か
っ
た
で
す
。」

平
井 

槙

ひらい・まき 「蚕を空に還す」、「蚕の∞」

府内でも福知山は養蚕の盛んな地域のひとつだった。その歴史、生活、信仰
などをリサーチするため、元養蚕農家の方たちに話を聞いた。報告展では今
の蚕供養の風景を提案した。

1988年山口県生まれ、山口県在住。京都精
華大学素材表現学科テキスタイルコース卒
業。個の感情をテーマに、樹脂やフェルト、
粘土などの素材を組み合わせた立体作品を
制作する。
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8月21日（月）

8月22日（火）

8月23日（水）～ 8月25日（金）

8月26日（土）

8月27日（日）～ 8月31日（木）

9月1日（金）

9月2日（土）～9月3日（日）

開催日時

場　　所 滞在場所：昭和東集会所
ワークショップ等会場：まちのばモジカ（福知山市中ノ 28 番地 3）、
　　　　　　　　　　　福知山市治水記念館（福知山市下柳 39）、佐々木ビル（福知山市菱屋 8）

ホームページ http://kyoto-research.com/fukuchiyama

1960年鹿児島県生まれ。奄美大島出身の両親の影響で大島紬周

辺で遊ぶ。京都市立芸術大学在学中演劇に没頭した後、地域を

フィールドとしたプロジェクト型の表現を模索。同大学院修了後

パプアニューギニア国立芸術学校に勤務し原初的表現と文化人類

学に出会う。バブル崩壊期の再開発業者・都市計画事務所勤務

を経て土地と都市を学ぶ。「地域資源・適性技術・協力関係］を

活用した美術表現を志向し対話とデモンストレーションを実践。

取り壊された家の柱素材の「101匹のヤセ犬の散歩」。一ヶ月分

の給料からの「お米のカエル物語」。家庭廃材を利用した「Vinyl 

PlasticsConnection」「Kaekko」「Polyplanet Company」。架空の

キーパーソンをつくる「藤島八十郎」等。NPO法人プラスアーツ

副理事長。秋田公立美術大学大学院複合芸術研究科・アーツ&

ルーツ専攻教授・副学長。

藤　浩志
美術家／秋田公立美術大学教授

京都府庁にて、藤浩志さん、島袋道浩さんからのオリエンテーションを実施。
場所を福知山に移し、ガイダンスとし、藤さんの「アーティストにとってリサーチとは」の講演を開催。

藤浩志さんと福知山市内をフィールドワーク。
その後、各参加者によるプレゼンテーションを実施し、藤さんからアドバイスをもらう。
また、小田井真美さんとワークショップ「アーティスト・イン・レジデンスの活用と可能性」を実施。

各自の計画により福知山市内を調査し、アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

中間報告会を実施し藤浩志さんからアドバイスをもらう。
その後、鷲田めるろさんとワークショップ「地域とアートプロジェクト」を実施。

各自の計画により福知山市内を調査し、アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

参加者の作品プランやプロジェクトのプレゼンテーションによる講評会及び活動報告展を開催。

参加者の活動報告展を実施。一般開放し多くの鑑賞者が訪れた。

参加アーティスト

池永 梨乃／大平 由香理／小松 可奈子／夏池 風冴／ヒサモト タカト ／平井 槙  （公募による6名）

「カラをやぶる」、「スナック芸術祭」

よそ者として気になった、いつかなくなるであろうスナックとガスの表示鋲をリサー
チした。いつも一人で制作しているので、新鮮な時間を過ごせた。
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小田井　真美

講師プロフィール

プログラム

1966年広島市生まれ。2001年から02年までとかち国際現代アー

ト展デメーテル事務局、03年よりNPO法人S-AIRに所属し、アー

ティスト・イン・レジ デンス（=AIR）の運営、アートによる地域

活性化事業、アーティスト・イン・スクールの企画、Sapporo2 

Project （ 札幌の雪と除雪を考えるアートプロジェクト）のプロ

デュース。TransArtist（オランダ）で文化政策とAIRネットワ-キ

ングについて研究を行い、アーカスプロジェクト（茨城）ディレク

ター、コマンドNと共にアーティストの移動のためのポータルサ

イトMOVE ARTS JAPANに携わる。札幌国際芸術祭(SIAF)2014で

チーフプロジェクトマネージャーを務め、現在は札幌市のAIR施

設さっぽろ天神山アートスタジオAIRディレクター、文化芸術事業

とその背景に係る調査研究・事業設計が生き甲斐。

AIRディレクター／文化芸術事業設計

1973年京都府生まれ。担当した企画で特に地域に関わるものに、

アトリエ・ワン、島袋道浩、坂野充学の個展、「金沢アートプラッ

トホーム2008」「3.11以後の建築」などがある。地域とアートプ

ロジェクトに関する主な論考は「視点を生む、人をつなぐ」（『地

域開発』521号、2008年）、「アートプロジェクトの政治学」（川

口幸也編『展示の政治学』水声社、2009年）、「金沢アートプラッ

トホーム2008〈金沢21世紀美術館〉/CAAK」（熊倉純子監修『アー

トプロジェクト』水曜社、2014年）、「鶴来現代美術祭における

地域と伝統」（『金沢21世紀美術館研究紀要アール』6号、2016年）。

第57回 ヴェネチア・ビエンナーレ 国際美術展日本館キュレーター。

金沢21世紀美術館キュレーター

鷲田　めるろ

京都:Re-Search 2017 in 福知山
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2017 年 8 月 21 日（月）～ 9月 3 日（日）



夏
池 

風
冴

阿
児 

つ
ば
さ

「郷土史と椿井文書」

山城ことばで「間」や「隙間」を意味する「あわさい」に興味を持ち、
郷土史家の家を訪ねた。今後、偽史として研究される椿井文書についても、
参考にしていきたい。

「
京
田
辺
を
歩
い
て
い
て
、い
く
つ
か
の
土
地
の
風
景
と
リ
ン
ク
し
た
。

い
ろ
い
ろ
な
土
地
で
、京
田
辺
の
風
景
を
思
い
起
こ
す
こ
と
が
出
来
る
の
か

も
し
れ
な
い
。」

京都:Re-Search 2017 in 京田辺

8
月
21
日
か
ら
14
日
間
、
京
都
府
内
外
で
活
動
す
る
ア
ー
ティ
ス
ト
が
京
田
辺
市
内
に
滞
在
し
、
各
自
が
設
定

し
た
テ
ー
マ
に
沿
っ
て
、京
田
辺
市
の
風
土
や
歴
史
等
を
調
査
し
、そ
こ
で
の
発
見
を
活
か
し
た
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
や
作
品
プ
ラ
ン
の
構
想
を
作
成
し
て
、次
年
度
に
そ
の
プ
ラ
ン
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

ま
た
、そ
の
記
録
を
デ
ー
タ
化
し
、ア
ー
ト
の
視
点
に
よ
る
新
し
い
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
を
作
成
し
ま
す
。

国
際
的
に
活
躍
す
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
た
ち
か
ら
、
リ
サ
ー
チ
の
手
法
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の

作
り
方
を
学
ぶ
ワ
ー
ク
シ
ョッ
プ
や
フィ
ー
ル
ド
ワ
ー
ク
、参
加
者
の
調
査
へ
の
ア
ド
バ
イ
ス
を
受
け
ま
し
た
。

あこ・つばさ
1991年北海道生まれ、兵庫県在住。京都精
華大学卒業。社会に存在するscenario（起
きる前、起き続けていたこと）・新話（つくっ
ていくこと）の可視化、それらを包括した造
形物を制作。

09 08

京都:Re-Search 2017 in 京田辺 参加アーティストの取組



1988年兵庫県生まれ、大阪府在住。
京都市立芸術大学大学院修了。自分
のおかれた身のまわりの世界といかに
触れ合うのか、ささやかないたずらを
行い、記録する作品を制作する。

まえだ・なつき

「
た
く
さ
ん
の
作
家
と
一
軒
家
で
共
同
生
活
を
し
な
が
ら
、毎
日
意

見
を
交
換
し
て
興
味
が
広
が
っ
た
り
、思
っ
て
も
な
か
っ
た
物
に
出

会
え
た
り
と
、毎
日
良
い
ハ
プ
ニ
ン
グ
の
連
続
で
し
た
。」

みつおか・こういち
1990年愛知県生まれ。東京都在住。
東京藝術大学大学院修了。どうやったら自
分が知らないものに出会えるかを考えなが
ら、メディアにこだわらず、さまざまな視点
で作品を発表。

1011

「井戸の神様」、「井戸端町会議」

２つの作品プランを考えた。「井戸の神様」は、使われていない井戸をリサーチし
て祀りたい。「井戸端町会議」は、町の人々が交流できる場を作りたい。

「
便
利
な
世
の
中
で
昔
の
知
恵
を
活
か
し
な
が
ら
、自
然
や
神
様
と
大

切
に
暮
ら
す
京
田
辺
の
人
た
ち
の
文
化
は
、も
っ
と
若
い
世
代
の
人
た

ち
も
知
っ
て
ほ
し
い
な
と
思
い
ま
す
。」

1996年愛媛県生まれ、滋賀県在住。成
安造形大学芸術学部在籍。日常生活の
中での気づきや言葉遊びから、人と関わ
り合いながら、写真、映像、パフォーマ
ンスなど多様な手法を用いる。

きら・かなこ

「
一
度
心
の
中
を
整
理
し
た
い
と
感
じ
た
時
、宿
泊
場
所
に
は
プ
ラ

イ
ベ
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
が
な
く
、し
ば
ら
く
ト
イ
レ
に
こ
も
る
こ
と
で
、

ト
イ
レ
の
可
能
性
を
考
え
さ
せ
ら
れ
た
。」

吉
良 

加
奈
子

前
田 

菜
月

西
元 

里
佳
子

「おせっかいリサーチ」

京田辺で問題になっている、休耕田や放置竹林についてリサーチ。自分が部外者で
あるという実感もあったが、素直に地域の農の魅力に触れることもできた。

光
岡 

幸
一

にしもと・りかこ
1996年京都府生まれ、京都市在住。奈良県
立大学地域創造学部在学。少し違った着眼
点で地域を見た作品制作やワークショップ、
地域とアートのあり方のフィールドワークを
行う。

「Kyotanabe×TOILET」

京田辺にはトイレがとても少ないという問題意識から、トイレという誰にも見せな
いようなスペースを使って京田辺で交流が生まれないかとプランを考えた。

「野菜人」

棚倉孫神社の「ずいきみこし」を中心に、京田辺の食物と祭りをリサーチ。最初の
うちは説明が難しかったが、終わった後も何度か神輿づくりに参加した。

やさいじん

京都:Re-Search 2017 in 京田辺 参加アーティストの取組

「
今
年
の
ず
い
き
神
輿
、本
番
当
日
ま
で
制
作
に
参
加
し
、来
年
の
ず
い
き

神
輿
巡
行
に
合
わ
せ
て
、ど
の
よ
う
に
振
る
舞
え
ば
、祭
に
関
わ
る
み
な
さ

ん
が
面
白
く
な
る
い
た
ず
ら
が
で
き
る
の
か
考
え
て
い
ま
す
。」



8月21日（月）

8月22日（火）

8月23日（水）～ 8月26日（土）

8月27日（日）

8月28日（月）

8月29日（火）～ 9月1日（金）

9月2日（土）

9月2日（土）～9月3日（日）

開催日時 2017 年 8 月 21 日（月）～ 9月 3 日（日）

場　　所 滞在場所：KITAGAWA 邸　
ワークショップ等会場：キララギャラリー、キララ館（京田辺市河原食田 10-48）

1969年神戸市生まれ。那覇市在住。1990年代初頭より国内外の

多くの場所を旅し、そこに生きる人々や動物、風習や環境に関係

したインスタレーションやパフォーマンス、ビデオ作品を制作して

いる。パリのポンピドー・センターやロンドンのヘイワード・ギャ

ラリーなどでのグループ展やヴェネチア・ビエンナーレ

(2003/2017)、サンパウロ・ビエンナーレ(2006)などの国際展に

多数参加。2004年から2016年まではドイツ、ベルリンを拠点にし、

ドイツ、ブラウンシュワイグ芸術大学やスイス、チューリッヒ芸術

大学などで客員教授を務める。著書に[扉を開ける] （リトルモア）、

絵本[キュウリの旅]（小学館）などがある。

島袋 道浩
美術家

京都府庁にて、島袋道浩さん、藤浩志さんからのオリエンテーションを実施。
場所を京田辺に移し、ガイダンスとし、島袋さんの「アーティストにとってリサーチとは」の講演を開催。

島袋道造さんと京田辺市内をフィールドワーク。
その後、各参加者によるプレゼンテーションを実施し、島袋さんからアドバイスをもらう。

各自の計画により京田辺市内を調査し、アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

ワークショップとして、鷲田めるろさんから「地域とアートプロジェクト」を実施。

中間報告会を実施し島袋道造さんからアドバイスをもらう。
その後、小田井真美さんとワークショップ「アーティスト・イン・レジデンスの活用と可能性」を実施。

各自の計画により京田辺市内を調査し、アートプロジェクトや作品プランの構想を策定。

参加者の作品プランやプロジェクトのプレゼンテーションによる講評会及び活動報告展を開催。

参加者の活動報告展を実施。一般開放し多くの鑑賞者が訪れた。

参加アーティスト

阿児 つばさ/吉良 加奈子 /西元 里佳子 /前田 菜月/ 光岡 幸一 / 山本 昂二朗 /横山 キミ （公募による７名）

京都:Re-Search 2017 in 福知山

小田井　真美

講師プロフィール

プログラム

1966年広島市生まれ。2001年から02年までとかち国際現代アー

ト展デメーテル事務局、03年よりNPO法人S-AIRに所属し、アー

ティスト・イン・レジ デンス（=AIR）の運営、アートによる地域

活性化事業、アーティスト・イン・スクールの企画、Sapporo2 

Project （ 札幌の雪と除雪を考えるアートプロジェクト）のプロ

デュース。TransArtist（オランダ）で文化政策とAIRネットワ-キ

ングについて研究を行い、アーカスプロジェクト（茨城）ディレク

ター、コマンドNと共にアーティストの移動のためのポータルサ

イトMOVE ARTS JAPANに携わる。札幌国際芸術祭(SIAF)2014で

チーフプロジェクトマネージャーを務め、現在は札幌市のAIR施

設さっぽろ天神山アートスタジオAIRディレクター、文化芸術事業

とその背景に係る調査研究・事業設計が生き甲斐。

AIRディレクター／文化芸術事業設計

1973年京都府生まれ。担当した企画で特に地域に関わるものに、

アトリエ・ワン、島袋道浩、坂野充学の個展、「金沢アートプラッ

トホーム2008」「3.11以後の建築」などがある。地域とアートプ

ロジェクトに関する主な論考は「視点を生む、人をつなぐ」（『地

域開発』521号、2008年）、「アートプロジェクトの政治学」（川

口幸也編『展示の政治学』水声社、2009年）、「金沢アートプラッ

トホーム2008〈金沢21世紀美術館〉/CAAK」（熊倉純子監修『アー

トプロジェクト』水曜社、2014年）、「鶴来現代美術祭における

地域と伝統」（『金沢21世紀美術館研究紀要アール』6号、2016年）。

第57回 ヴェネチア・ビエンナーレ 国際美術展日本館キュレーター。

金沢21世紀美術館キュレーター

鷲田　めるろ

京都:Re-Search 2017 in 京田辺

開催概要

「交わる」

さまざまなジャンルの店に行き、店員と世間話で盛り上がり、そこから情報収集した。
今回はプランの提案だけだったので、次回その企画を実行に移したい。

「
部
外
者
で
あ
る
こ
と
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
こ
と
。だ
か
ら
こ
そ

行
え
る
こ
と
と
出
来
な
い
こ
と
が
あ
る
こ
と
を
知
り
ま
し
た
。」

1993年滋賀県生まれ、京都府在住。京
都造形芸術大学大学院在籍。フィジカル
なアクションによって、膨大な世界観や捉
えにくい現実を可視化したいと考え、表
現を行っている。

やまもと・こうじろう

「
京
田
辺
の
エ
リ
ア
が
そ
の
昔
か
ら
京
都
、奈
良
、浪
速
な
ど
人
の

行
き
交
う
土
地
だ
っ
た
せ
い
か
、人
々
は
、見
ず
知
ら
ず
の
私
が
声

を
か
け
て
も
快
く
相
手
を
し
て
く
れ
た
。」

山
本 

昂
二
朗

横
山 

キ
ミ

「まほろば再発見」

リサーチをした天王地域は市内でもアクセス不便な場所だったが、朱智神社や牡
丹園「無二荘」を訪れ、話を聞いた。今後は神楽殿を再現したり、牡丹園のフォトブッ
クを制作したい。

よこやま・きみ
高知県生まれ、東京都在住。無意識のコミュ
ニケーションをテーマに、映像、光、声や演奏、
ダンスからなるパフォーマンスやインスタ
レーションを行う。

1213 京都:Re-Search 2017 in 京田辺 開催概要 参加アーティストの取組

ホームページ http://kyoto-research.com/kyotanabe



大京都 2017 in 舞鶴

「
京
都

：

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
6 

i
n 

舞
鶴
」の
リ
サ
ー
チ
を
も
と
に
、

地
域
の
新
し
い
ア
ー
ト
ド
キ
ュ
メ
ン
ト
(＝
記
録
)作
品
を
制
作
・
発
表
す
る「
大
京
都 

2
0
1
7 

i
n 
舞
鶴
」を
開
催
し
ま
し
た
。

昨
年
度
の
参
加
ア
ー
ティ
ス
ト
か
ら
2
名
を
選
抜
し
、新
た
に
3
組
の
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と

ア
ー
ティ
ス
ト
を
招
聘
し
、
約
1
ヶ
月
間
に
お
よ
ぶ
滞
在
制
作
と
、そ
の
プ
ロ
セ
ス
を
舞

鶴
市
内
各
所
で
公
開
し
、発
表
し
ま
し
た
。

「大京都」とは、短期のアーティスト・イン・レジデンス事業である「京都:Re-Search」をもとに、滞在地域の
文化性、歴史性を深める制作発表を伴う事業です。アーティストにより新たな視点で創り出されるアートドキュメ
ント（＝記録）を、京都府内の各地域で展開し創作していきます。

1415 大京都 2017 in 舞鶴

10月7日（土）

10月8日（日）
 

10月9日（月・祝）

10月21日（土）

10月23日（月）～ 11/3（金・祝）

11月4日（土）

11月5日（日）

オープニングトーク / 井上裕加里（聚幸菴 1階大広間）、SHIMURAbros（旧山内家）各会場にて
旧作上映（旧山内家）/ SHIMURAbros

オープニングトーク / 臼田那智（西市民プラザ）、高川和也（大波上集会所） 各会場にて
旧作上映（旧山内家）/ SHIMURAbros

旧作上映（旧山内家）/ SHIMURAbros

アーティスト×キュレータートーク / 石神夏希×吉田雄一郎
西市民プラザ2階市民活動団体活動室（FMまいづる横） 
 
上演 1（特設ウェブサイト　www.aoniau.jp）/ 石神夏希

アーティスト×キュレータートーク / SHIMURAbros×西田雅希＆服部浩之（旧山内家）
新作上映（旧山内家） / SHIMURAbros
上演 2（カトリック西舞鶴教会、舞鶴市立東図書館、五老ヶ岳公園）/ 石神夏希 

新作上映（旧山内家） / SHIMURAbros
上演 2（北吸トンネル、アートスペース973及び大森神社、五老ヶ岳公園）/ 石神夏希

概　要

特　徴

レジデンス期間

発表期間

プログラム

「京都:Re-Search 2016 in 舞鶴」の参加アーティストから2名を選抜し、新たに3組のアーティストとキュレーターを招聘しました。
彼らは約1ヶ月間におよぶ滞在制作を行い、そのプロセスを舞鶴市内各所で公開し、作品を発表しました。

アーティストとキュレーターの掛け合わせにより、地域の持つポテンシャル・魅力をアートの視点から引き出し、地域の新しいア
ートドキュメントを作成しました。

2017年9月11日（月）～ 10月6日（金）

2017年10月7日（土）～ 11月5日（日）のうち金曜日・土曜日・日曜日・祝日

制作者

会　場

ホームページ

【京都:Re-Search 2016 in 舞鶴 参加アーティスト】 ２名
井上　裕加里　×　原　久子
臼田　那智　×　原　久子 
【アーティスト×キュレーター】３組
SHIMURAbros × 西田　雅希 & 服部　浩之
高川　和也　×　堀内　奈穂子
石神　夏希　×　吉田　雄一郎

旧山内家（舞鶴市行永1792）
大波上集会所（舞鶴市大波上189-2）
聚幸菴 1 階大広間（舞鶴市字浜18 ホテルアマービレ舞鶴北側）
西市民プラザ（舞鶴市円満寺158-6）　等

http://kyoto-research.com/maizuru2017
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作
品
タ
イ
ト
ル
の
『
光
る
海
』
は
、
廃
校
に
な
っ
た
丸
山

小
学
校
を
訪
れ
た
際
に
作
家
が
目
に
し
た
、
往
時
の
丸
山

小
の
児
童
に
よ
る
標
語
か
ら
の
引
用
で
あ
る
。
こ
の
語
は

S
H
I
M
U
R
A
b
r
o
s
に
、
映
画
の
撮
影
で
使
う

波
の
表
現
手
法
を
想
起
さ
せ
た
。
そ
れ
は
割
れ
た
鏡
を
水

中
に
入
れ
、
そ
こ
に
ラ
イ
ト
を
当
て
る
こ
と
で
反
射
光
を

生
み
波
を
表
現
す
る
と
い
う
も
の
。

「
光
る
海
」
と
は
ど
う
い
う
海
だ
ろ
う
か
。
映
画
の
中
の
表

現
と
し
て
の
海
と
、
い
ま
目
の
前
に
あ
る
舞
鶴
の
海
。
こ

れ
ら
両
方
を
繋
げ
、「
光
る
海
」
に
ま
つ
わ
る
独
自
の
物

語
を
紡
ぐ
こ
と
は
可
能
だ
ろ
う
か
。
舞
鶴
の
海
の
映
像
と
、

鏡
と
水
と
光
の
「
海
」
を
主
軸
に
、
リ
サ
ー
チ
の
道
中
で

出
会
っ
た
も
の
、
舞
鶴
に
伝
わ
る
民
話
、
市
民
か
ら
集
め

た
光
る
も
の
な
ど
も
用
い
、
現
実
の
海
と
虚
構
の
海
が
循

環
的
な
影
響
を
生
む
空
間
を
つ
く
る
こ
と
を
目
指
し
た
。

西
田 

雅
希　

N
ISH
IDA M

aki

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

SH
IM
URAbros 　

シ
ム
ラ
ブ
ロ
ス

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

会
場
と
し
て
選
ん
だ
幕
末
〜
明
治
期
の
古
民
家
・
旧
山
内

家
で
イ
ン
ス
タ
レ
ー
シ
ョ
ン
を
展
開
。
あ
わ
せ
て
屋
敷
裏
手

の
蔵
で
、 シ
ン
ガ
ポ
ー
ル
の
光
の
歴
史
に
焦
点
を
あ
て
た
過

去
作
『
C
h
a
s
i
n
g 

t
h
e 

L
i
g
h
t
』
を
上

映
し
、
海
を
渡
っ
て
ひ
と
つ
の
光
か
ら
ま
た
別
の
光
へ
と
続

く
流
れ
を
示
唆
し
た
。

慶
應
義
塾
大
学
文
学
部
卒
業
、
ロ
ン
ド
ン
大
学
U
C
L
美
術
史
学
修
士
課
程
修
了
。
2
0
0
7
年
に
渡
英
後
、

美
術
大
学
、
美
術
館
か
ら
商
業
画
廊
ま
で
、
公
と
民
の
様
々
な
角
度
か
ら
教
育
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト

と
展
覧
会
企
画
に
携
わ
る
。
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
6
を
経
て
日
本
に
拠
点
を
移
し
、
フ
リ
ー
ラ
ン
ス

で
キ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
と
執
筆
を
行
っ
て
い
る
。近
年
の
活
動
に
、T
a
b
a
k
a
l
e
r
a
リ
サ
ー
チ
・
レ
ジ
デ
ン
ト
・

キ
ュ
レ
ー
タ
ー
（
ス
ペ
イ
ン
、
2
0
1
6
）、
D
e
v
i 

A
r
t 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n 

+
T
h
e 

J
a
p
a
n 

F
o
u
n
d
a
t
i
o
n 

N
e
w 

D
e
l
h
i
共
催
展
覧
会
「
O
n 

L
i
n
e 

D
o
t
」
キ
ュ

レ
ー
タ
ー
（
イ
ン
ド
、
2
0
1
7
）
な
ど
。

ユ
カ
（
1
9
7
6
年
生
。
多
摩
美
術
大
学
卒
、
英
国
セ
ン
ト
ラ
ル
・
セ
ン
ト
・
マ
ー
チ
ン
ズ
大
学
院
修
了
）
と
ケ
ン
タ
ロ
ウ
（
1
9
7
9
年
生
。

東
京
工
芸
大
学
映
像
学
科
卒
）
に
よ
る
横
浜
出
身
の
姉
弟
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
ユ
ニ
ッ
ト
。
平
成
21
年
度 

[第
13
回
] 文
化
庁
メ
デ
ィ
ア
芸
術
祭
ア
ー

ト
部
門
優
秀
賞
受
賞
。
欧
州
の
主
要
国
際
映
画
祭
で
の
上
映
を
は
じ
め
、
国
内
外
の
美
術
館
で
作
品
を
展
示
し
て
い
る
。
2
0
1
7
年
に

は
A
r
t
R
e
v
i
e
w 

誌
（
A
s
i
a
）
フ
ュ
ー
チ
ャ
ー
グ
レ
ー
ト
に
選
出
。
2
0
1
4
年
に
ポ
ー
ラ
美
術
振
興
財
団
の
助
成
を
受
け
ベ

ル
リ
ン
へ
拠
点
を
移
し
、
現
在
は
オ
ラ
フ
ァ
ー
・
エ
リ
ア
ソ
ン
の
ス
タ
ジ
オ
に
研
究
員
と
し
て
在
籍
中
。

 　　　　　　　　 SHIMURAbros ×       西田雅希&服部浩之 《 光る海 》     　

 　  虚構と現実、光と水 ―     「海」を交点に展開する物語

服
部 

浩
之　

H
ATTO

RI H
iroyuki

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

1
9
7
8
年
愛
知
県
生
ま
れ
。
2
0
0
6
年
早
稲
田
大
学
大
学
院
修
了
（
建
築
学
）。
2
0
0
9
年

-
2
0
1
6
年
青
森
公
立
大
学
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
[
A
C
A
C
]
学
芸
員
。
ア
ジ
ア
圏
を
中
心
に
、
展

覧
会
や
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
、
リ
サ
ー
チ
活
動
を
展
開
し
て
い
る
。
近
年
の
企
画
に
「
十
和
田
奥
入
瀬
芸
術
祭
」（
十
和

田
市
現
代
美
術
館
、
奥
入
瀬
地
域 

｜
2
0
1
3
年
）
や
、「
M
e
d
i
a
/
A
r
t 

K
i
t
c
h
e
n
」（
ジ
ャ

カ
ル
タ
、
ク
ア
ラ
ル
ン
プ
ー
ル
、
マ
ニ
ラ
、
バ
ン
コ
ク
、
青
森
｜
2
0
1
3
年
〜
2
0
1
4
年
）、「
あ
い
ち
ト
リ
エ

ン
ナ
ー
レ
2
0
1
6
」、「
ア
ッ
セ
ン
ブ
リ
ッ
ジ
・
ナ
ゴ
ヤ
2
0
1
6
」、「
E
S
C
A
P
E 

f
r
o
m 

t
h
e 

S
E
A
」（
マ
レ
ー
シ
ア
国
立
美
術
館
、
A
r
t 

P
r
i
n
t
i
n
g 

W
o
r
k
s
｜
2
0
1
7
）
な
ど
が
あ
る
。

協賛：R                        　日本板硝子株式会社 舞鶴事業所、有限会社西村硝子店
協力：かざはな会



「
舞
鶴
滞
在
中
、
舞
鶴
空
襲
に
関
す
る
証
言
を
本
に
ま
と

め
て
い
る
関
本
長
三
郎
氏
、
元
工
廠
動
員
学
徒
で
あ
っ
た

森
田
重
信
氏
、
小
坂
光
孝
氏
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。

か
つ
て
軍
港
と
し
て
栄
え
、
国
内
屈
指
の
火
薬
工
場
を
有

し
た
こ
の
街
で
、「
人
間
が
絶
望
に
耐
え
る
た
め
に
発
し
た

言
葉
」
の
収
集
と
編
纂
を
試
み
た
。

堀
内 

奈
穂
子　

H
O
RIUCH

I N
aoko

N
PO

法
人
ア
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
ト
ウ
キ
ョ
ウ

[AIT/

エ
イ
ト]

キ
ュ
レ
ー
タ
ー

高
川 

和
也　

TAKAGAW
A Kazuya

ア
ー
テ
ィ
ス
ト

ア
ジ
ア
・
太
平
洋
戦
争
時
代
に
国
内
屈
指
の
火
薬
工
場
を

有
し
た
同
地
の
文
脈
に
着
目
し
、
旧
日
本
海
軍
第
三
火
薬

廠
の
歴
史
や
、
か
つ
て
の
学
徒
で
あ
っ
た
人
々
の
手
記
を
紐

解
き
な
が
ら
リ
サ
ー
チ
を
展
開
し
た
。
今
後
、
高
川
は
、

舞
鶴
に
限
ら
ず
、
様
々
な
場
所
、
時
間
、
人
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

を
行
い
、
人
間
が
極
限
的
な
状
態
に
あ
る
と
き
、
ど
の
よ

う
な
言
葉
を
紡
ぎ
、
表
現
す
る
の
か
を
検
証
す
る
。

エ
ジ
ン
バ
ラ
・
カ
レ
ッ
ジ
・
オ
ブ
・
ア
ー
ト
現
代
美
術
論
修
士
課
程
修
了
。2
0
0
8
年
よ
り
、N
P
O
法
人
ア
ー
ツ
イ
ニ
シ
ア
テ
ィ
ヴ
ト
ウ
キ
ョ

ウ
[A
I
T
/
エ
イ
ト
]に
携
わ
る
。
A
I
T
で
は
、
展
覧
会
や
イ
ベ
ン
ト
、
ト
ー
ク
、
企
業
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
の
他
、
教
育
プ
ロ
グ
ラ
ム

M
（
M
a
k
i
n
g 

A
r
t 

D
i
f
f
e
r
e
n
t
）
の
レ
ク
チ
ャ
ラ
ー
を
務
め
る
。
ド
ク
メ
ン
タ
12
マ
ガ
ジ
ン
ズ
・
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
「
メ

ト
ロ
ノ
ー
ム
11
号
ー
何
を
な
す
べ
き
か
? 

東
京
」（
2
0
0
7
）
ア
シ
ス
タ
ン
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、「
H
o
m
e 

A
g
a
i
n
」（
原
美
術
館
、

2
0
1
2
）
ア
ソ
シ
エ
イ
ト
・
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、
国
際
交
流
基
金
主
催
に
よ
る
展
覧
会
「
S
h
u
f
f
l
i
n
g 

S
p
a
c
e
」

(G
a
l
l
e
r
y
S
e
e
s
c
a
p
e
、
タ
イ
、
2
0
1
5
) キ
ュ
レ
ー
タ
ー
、「
I
n
v
i
s
i
b
l
e 

E
n
e
r
g
y
」

（
S
T
P
A
U
L 

S
t 

G
a
l
l
e
r
y
、ニ
ュ
ー
ジ
ー
ラ
ン
ド
、2
0
1
5
）の
共
同
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
と
し
て
携
わ
る
。「
ア
ー
カ
ス
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
(2
0
1
3
)、
パ
ラ
ダ
イ
ス
エ
ア
(2
0
1
5
、
2
0
1
6
)ゲ
ス
ト
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
を
務
め
る
。

1
9
8
6
年
熊
本
県
生
ま
れ
。2
0
1
7
年
L
U
C
E
合
同
会
社
入
社
。近
年
は
同
社
に
て
広
告
の
企
画
／
制
作
、映
像
や
テ
キ
ス
ト
を
扱
っ

た
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
発
表
を
行
う
。
主
な
展
覧
会
に
「
ソ
ー
シ
ャ
リ
ー
・
エ
ン
ゲ
イ
ジ
ド
・
ア
ー
ト
展
：
社
会
を
動
か
す
ア
ー
ト
の
新
潮
流
」

（
3
3
3
1
A
r
t
s 

C
h
i
y
o
d
a
、
東
京
、
2
0
1
7
）、「
A
S
K 

T
H
E 

S
E
L
F
」（
T
o
k
y
o
w
o
n
d
e
r 

s
i
t
e 

本
郷
、
東
京
、
2
0
1
5
）「
s
c
r
e
e
n
」（
H
I
G
U
R
E
1
7
-1
5
c
a
s
、
東
京
、
2
0
1
4
）、

「
K
a
z
u
y
a 

T
a
k
a
g
a
w
a 

s
o
l
o
s
h
o
w
」（
3
3
3
1 

A
r
t
s 

C
h
i
y
o
d
a
、
東
京
、
2
0
1
2
）、
な
ど
。

協力：戦争・空襲メッセージ編さん委員会、関本長三郎／ Cinematographer、
　　　山地 憲太／ LUCE合同会社
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国内屈指の火薬工場があった    舞鶴に残された言葉を拾う　

発
表
で
は
、
森
田
氏
、
小
坂
氏
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
映
像
と
と

も
に
、
関
本
氏
の
手
記
か
ら
抜
粋
し
た
テ
キ
ス
ト
、
旧
日

本
海
軍
第
三
火
薬
廠
の
地
図
や
資
料
、
ま
た
、《
A
S
K 

T
H
E 

S
E
L
F
》
も
並
列
し
、
そ
の
制
作
過
程
を
展

示
し
た
。
非
公
開
の
対
談
も
行
わ
れ
、
ア
ー
ト
の
表
現
を

通
し
て
こ
れ
ま
で
と
は
異
な
る
文
脈
で
伝
達
さ
れ
て
い
く

こ
と
へ
の
期
待
も
見
ら
れ
、
有
意
義
な
議
論
と
な
っ
た
。



地
域
外
か
ら
来
た
ア
ー
ティ
ス
ト
や
キ
ュ
レ
ー
タ
ー
が
、
わ

ず
か
数
週
間
の
滞
在
で
得
ら
れ
る
限
定
さ
れ
た
視
点
で
、

舞
鶴
を
編
集
し
語
り
得
る
の
か
。
ア
ー
ティ
ス
ト
は
も
ち
ろ

ん
様
々
な
立
場
の
鑑
賞
者
た
ち
が
、
ま
ち
や
人
々
と
ど
の

よ
う
な
関
係
性
を
結
ぶ
こ
と
が
で
き
る
の
か
。
本
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
は
こ
う
し
た
問
い
か
ら
出
発
し
、「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・

イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
自
体
を
演
劇
化
す
る
」
と
い
う
企
て
と

し
て
実
施
さ
れ
た
。

《
青
》
と
い
う
登
場
人
物
が
舞
鶴
を
モ
デ
ル
と
し
た
M
市
に

2
週
間
滞
在
し
生
活
す
る
物
語
を
戯
曲
化
。
実
際
の
ま

ち
を
舞
台
に
2
週
間
ノ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
上
演
し
、
地
域
の

方
々
に
も
本
人
役
で
出
演
い
た
だ
い
た
。
鑑
賞
者
は
現
地

で
上
演
を
目
撃
す
る
他
、
日
々
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
お
よ
び

F
M
ま
い
づ
る
や
舞
鶴
市
民
新
聞
と
いっ
た
ロ
ー
カ
ル
メ
ディ

ア
で
公
開
さ
れ
る
上
演
記
録
に
触
れ
る
。
最
終
週
末
に
は

鑑
賞
者
自
身
が
「
き
ょ
う
の
戯
曲
」（
上
演
台
本
）
を
手

渡
さ
れ
、
登
場
人
物
と
し
て
上
演
に
参
加
し
た
。

吉
田 

雄
一
郎 　

YO
SH
IDA Yuichiro

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー　

プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー

石
神 

夏
希　

 ISH
IGAM

I N
atsuki

劇
作
家

本
作
は
フィ
ク
シ
ョ
ン
と
現
実
の
間
で
立
ち
上
が
る
想
像
力

を
通
じ
て
、
鑑
賞
者
の
ま
ち
に
対
す
る
新
た
な
視
座
を
引

き
出
そ
う
と
す
る
。
ま
た
何
気
な
い
日
常
の
断
片
や
個
人

的
な
エ
ピ
ソ
ー
ド
、
他
愛
な
い
出
来
事
の
集
積
か
ら
な
る

ま
ち
の
有
り
様
を
提
示
す
る
こ
と
で
、「
語
り
得
な
い
も
の

に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
語
る
の
か
」
と
い
う
問
い
を
投
げ
か

け
る
。
そ
し
て
個
と
個
の
関
係
性
の
中
に
こ
そ
、
ま
ち
と

い
う
捉
え
き
れ
な
い
総
体
と
私
た
ち
が
関
わ
っ
て
い
く
た
め

の
ヒ
ン
ト
が
あ
る
こ
と
を
示
し
て
い
る
。

1
9
7
9
年
兵
庫
県
生
ま
れ
、兵
庫
県
豊
岡
市
在
住
。ト
ー
キ
ョ
ー
ワ
ン
ダ
ー
サ
イ
ト
、フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
/
ト
ー
キ
ョ
ー
な
ど
に
て
、コ
ー
デ
ィ

ネ
ー
タ
ー
と
し
て
勤
務
し
た
の
ち
、
2
0
1
5
年
か
ら
兵
庫
県
豊
岡
市
の
舞
台
芸
術
専
門
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
施
設
・

城
崎
国
際
ア
ー
ト
セ
ン
タ
ー
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
・
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
と
し
て
、
レ
ジ
デ
ン
ト
・
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
選
定
や
主
催
公
演
な
ど
の
年
間
プ

ロ
グ
ラ
ム
の
企
画
立
案
に
携
わ
っ
て
い
る
。
北
近
畿
・
山
陰
地
域
の
緩
や
か
な
ア
ー
ト
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
を
構
想
中
。
演
劇
カ
ン
パ
ニ
ー
・
マ
レ

ビ
ト
の
会
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
・
メ
ン
バ
ー
。

1
9
9
9
年
よ
り
劇
団
・
ペ
ピ
ン
結
構
設
計
を
中
心
に
劇
作
家
と
し
て
活
動
。
慶
應
義
塾
大
学
大
学
院
政
策
・
メ
デ
ィ
ア
研
究
科
修
了
。
近

年
は
横
浜
を
拠
点
に
国
内
各
地
の
地
域
や
海
外
に
滞
在
し
、
都
市
や
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
を
素
材
に
サ
イ
ト
ス
ペ
シ
フ
ィ
ッ
ク
な
演
劇
や
ア
ー
ト
プ

ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
手
が
け
る
。
ま
た
住
宅
や
ま
ち
に
関
す
る
リ
サ
ー
チ
・
企
画
、
N
P
O
法
人
『
場
所
と
物
語
』
理
事
長
、
遊
休
不
動
産
を

活
用
し
た
ク
リ
エ
イ
テ
ィ
ブ
拠
点
『
T
h
e 

C
A
V
E
』
の
立
ち
上
げ
お
よ
び
プ
ロ
グ
ラ
ム
デ
ィ
レ
ク
シ
ョ
ン
な
ど
、
空
間
や
都
市
に
関
す

る
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
携
わ
る
。
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協力：NPO法人舞鶴・引揚語りの会
協賛：ホテルアマービレ舞鶴

制作協力依頼：田中雅理（木工作家）
協力：舞鶴市西市民プラザ

「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
6 

i
n 

舞
鶴
」
か

ら
選
抜
さ
れ
た
臼
田
那
智
は
、
西
舞
鶴
マ
ナ
イ
商
店
街
に
あ
る

真
名
井
の
水
汲
み
場
の
隣
に
、
小
さ
な
赤
い
家
《
舞
鶴
の
赤
い
家
》

を
建
て
た
。
水
を
汲
み
に
や
っ
て
来
る
人
た
ち
が
行
き
交
う
道
に

面
し
て
、
む
き
出
し
の
状
態
で
制
作
を
行
っ
て
い
た
た
め
、
臼
田

に「
何
が
出
来
る
ん
で
す
か
？
」と
話
し
掛
け
る
人
た
ち
が
多
か
っ

た
。
そ
こ
で
臼
田
は
、「
家
の
使
い
道
を
ど
う
し
ま
し
ょ
う
か
？
」

と
逆
に
質
問
を
投
げ
掛
け
る
こ
と
で
、
町
の
人
た
ち
か
ら
返
っ
て

き
た
答
え
を
実
際
に
試
し
て
み
た
。
そ
ん
な
コ
ミ
ュニ
ケ
ー
シ
ョ
ン

で
出
来
上
が
っ
た
赤
い
家
は
、
展
示
期
間
内
だ
け
で
あ
っ
て
も
、

舞
鶴
の
町
と
人
に
何
か
変
化
を
起
こ
し
た
に
違
い
な
い
。

井
上
裕
加
里
は
、
昨
年
度
参
加
し
た
「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
6 

i
n 

舞
鶴
」
で
の
リ
サ
ー

チ
を
元
に
、
今
回
さ
ら
に
引
き
続
い
て
リ
サ
ー
チ
お
よ
び
作
品
制

作
を
行
っ
た
。
シ
ベ
リ
ア
抑
留
者
、
満
州
か
ら
の
引
揚
者
な
ど
の

戦
争
体
験
を
語
れ
る
人
た
ち
が
少
な
く
な
っ
て
い
る
中
で
、
井
上

は
こ
う
し
た
人
た
ち
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
行
っ
た
。
昨
年
度
井
上

が
気
付
い
た
「
彼
ら
の
体
験
や
記
憶
、
個
人
史
を
ど
の
よ
う
に

残
し
て
お
く
べ
き
か
を
早
急
に
考
え
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い

う
意
識
の
元
、彼
ら
の
記
憶
を
引
き
出
し
た
り
、記
録
を
し
て
いっ

た
。
そ
し
て
、
映
像
作
品
や
言
葉
を
文
字
に
起
こ
し
た
テ
キ
ス

ト
と
し
て
も
発
表
し
た
こ
と
で
、
最
適
な
ア
ー
カ
イ
ブ
方
法
に
つ

い
て
も
考
察
し
た
。

広
島
県
生
ま
れ
。
倉
敷
市
立
短
期
大
学
服
飾
美
術
学
科
、
成
安
造
形
大
学
美
術
学
部
美
術
学
科
現

代
ア
ー
ト
コ
ー
ス
卒
業
。
現
在
は
、
京
都
を
拠
点
に
活
動
を
行
う
。
主
な
活
動
に
、「
フ
ェ
ル
ト
シ
ュ

テ
ル
ケ
・
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
2
0
1
7
〜
東
ア
ジ
ア
文
化
都
市
〜
」「
G
a
l
l
e
r
y 

P
A
R
C 

A
r
t 

C
o
m
p
e
t
i
t
i
o
n 

個
展〝
堆
積
す
る
空
気
〞」
な
ど
。「〝
答
え
〞は
目

の
前
に
あ
り
、
見
え
て
い
な
い
の
は〝
問
い
〞で
あ
る
」
私
は
、
現
代
社
会
の
身
近
な
問
題
を
主
題
に

作
品
を
制
作
す
る
事
で
、
社
会
に
潜
在
す
る
そ
の〝
問
い
〞を
探
そ
う
と
試
み
て
い
る
。

井
上 

裕
加
里 IN

O
UE Yukari

現
代
美
術
作
家

1
9
9
1
年
生
ま
れ
。
東
京
都
出
身
。
現
在
茨
城
県
ひ
た
ち
な
か
市
那
珂
湊
地
区
を
拠
点
に
活
動

を
行
う
。
2
0
1
4
年 

武
蔵
野
美
術
大
学
日
本
画
学
科
卒
業
。
主
な
経
歴
に
2
0
1
6
年
「 

M
M
M
み
な
と
メ
デ
ィ
ア
ミ
ュ
ー
ジ
ア
ム
2
0
1
6
」
地
域
賞
、
S
S
S
賞
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
「
京
都

:

R
e

-

s
e
a
r
c
h 

i
n 

舞
鶴
」
な
ど
。
主
に
そ
の
場
所
で
の
人
や
も

の
と
の
出
会
い
を
強
く
意
識
し
た
制
作
を
行
う
。
ま
た
、
刺
激
の
強
い
色
や
、
廃
材
な
ど
雑
多
な

モ
チ
ー
フ
の
重
な
り
合
い
を
造
形
に
よ
っ
て
作
り
出
し
た
り
、
或
い
は
作
品
テ
ー
マ
と
関
連
の
あ
る

素
材
や
モ
チ
ー
フ
を
使
い
、
変
化
し
続
け
る
「
生
き
る
」
こ
と
の
実
体
を
、
作
品
の
中
に
と
ど
め

る
よ
う
な
制
作
を
し
て
い
る
。

臼
田 

那
智 USUDA N

achi

美
術
家

京
都
市
生
ま
れ
。
90
年
代
初
頭
よ
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
、
ア
ー
ト
ス
ペ
ー
ス
の

調
査
研
究
、
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
展
覧
会
の
企
画
・
運
営
、
執
筆
、
編
集
、
コ
ン
サ
ル
テ
ィ
ン

グ
な
ど
に
携
わ
る
。
主
な
展
覧
会
共
同
企
画
に
「
六
本
木
ク
ロ
ッ
シ
ン
グ
2
0
0
4
」（
森
美
術
館
、

2
0
0
4
）、「
B
e
t
w
e
e
n 

S
i
t
e 
a
n
d 

S
p
a
c
e
」（
T
W
S
渋
谷
、
2
0
0
8

＋
A
R
T
S
P
A
C
E 

S
y
d
n
e
y
、2
0
0
9
） 
、「
あ
い
ち
ト
リ
エ
ン
ナ
ー
レ
2
0
1
0
」（
愛

知
県
美
術
館
他
、
2
0
1
0
）
他
。
共
編
著
に
『
変
貌
す
る
美
術
館
』（
昭
和
堂
）
な
ど
。
専
門

は
現
代
芸
術
、
文
化
政
策
他
。
大
阪
電
気
通
信
大
学
教
授
。

原 

久
子 H

ARA H
isako

ア
ー
ト
プ
ロ
デ
ュ
ー
サ
ー
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第
一
部

は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
ト
ー
ク

「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
取
組
報
告

報
告
者
／
小
林
め
ぐ
み
（
福
島
県
立
博
物
館
主
任
学
芸
員
）

東
日
本
大
震
災
と
東
京
電
力
福
島
第
一
原
子
力
発
電
所
事
故
の
後
、

2
0
1
2
年
に
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

が
ス
タ
ー
ト
。
福
島
県
立
博
物
館
だ
け
で
な
く
、
県
内
で
活
動
す
る

N
P
O
、
大
学
、
他
の
文
化
施
設
と
実
行
委
員
会
を
組
み
実
施
す
る

事
業
で
あ
る
。
福
島
県
立
博
物
館
は
比
較
的
被
害
が
少
な
か
っ
た
会

津
地
域
に
あ
る
た
め
、
被
災
地
が
文
化
的
な
視
点
の
事
業
を
行
う
状

況
で
は
な
か
っ
た
中
で
、
次
第
に
重
要
と
な
る
だ
ろ
う
文
化
に
よ
る

支
援
事
業
の
中
核
を
担
う
べ
き
で
は
な
い
か
と
の
意
識
を
持
ち
開
始

し
た
。
ま
た
、
博
物
館
と
い
う
施
設
の
性
格
か
ら
、
故
郷
を
離
れ
た

方
た
ち
の
土
地
の
記
憶
の
記
録
、
震
災
と
事
故
の
作
品
に
よ
る
記
録

も
重
要
視
し
て
き
た
。
福
島
で
2
0
1
1
年
や
そ
の
後
に
起
こ
っ
た

こ
と
を
記
録
し
、
伝
え
て
い
き
た
い
と
い
う
思
い
か
ら
、
美
術
作
家

と
の
協
働
を
行
っ
て
い
る
。
ま
た
、
3
年
前
か
ら
は
、
事
業
に
お
い

て
制
作
さ
れ
た
作
品
を
も
っ
て
県
内
外
に
福
島
県
を
伝
え
る
成
果
展

を
行
っ
て
い
る
。

島
の
エ
ネ
ル
ギ
ー
史
に
ま
で
テ
ー
マ
が
深
ま
っ
た
こ
と
を
、
感
想
や

写
真
と
共
に
紹
介
し
た
。
こ
う
し
て
福
島
と
向
き
合
っ
て
き
た
２
人

は
、
地
元
の
人
が
震
災
の
教
訓
と
し
て
新
し
く
石
碑
を
作
っ
た
こ
と

を
元
に
、
伝
え
る
こ
と
、
記
録
す
る
こ
と
の
大
切
さ
も
語
っ
た
。

第
二
部

京
都

：

R
e

-

S
e
a
r
c
h
フ
ォ
ー
ラ
ム

「
京
都

：

R
e

-

S
e
a
r
c
h 

2
0
1
7 

i
n 

福
知
山
＆
京
田
辺
」、

「
大
京
都 

2
0
1
7 

i
n 

舞
鶴
」
取
組
報
告

報
告
者
／
八
巻 

真
哉
（
京
都
府
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
交
流
事
業
課
）

パ
ネ
ル
デ
ィ
ス
カ
ッ
シ
ョ
ン
「
地
域
と
A
I
R
と
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」

登
壇
者
／
中
崎 

透
（
美
術
家
）、
日
比
野 

克
彦
（
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
／
藤 

浩
志
（
美
術
家
／
秋
田
公
立
美
術
大
学
教
授
）

中
崎
透
氏
か
ら
、
3
.
1
1
以
降
、
音
楽
家
の
大
友
良
英
ら
が
行
っ

て
い
る
「
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
F
U
K
U
S
H
I
M
A
!
」
で
の
「
福
島

大
風
呂
敷
」
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
に
つ
い
て
の
説
明
。
福
島
県
内
で
、

一
万
人
規
模
の
野
外
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル

F
U
K
U
S
H
I
M
A
!
」
を
企
画
し
た
2
0
1
1
年
当
時
、
ま
だ

放
射
線
量
の
安
全
性
に
つ
い
て
分
か
ら
な
い
状
況
が
続
い
て
い
た
。

そ
の
た
め
地
面
に
布
を
張
る
こ
と
に
な
り
、
そ
の
シ
ー
ト
を
作
る
こ

と
に
な
っ
た
中
崎
氏
は
、
建
築
家
の
ア
サ
ノ
コ
ウ
タ
氏
と
と
も
に
全

国
の
人
た
ち
か
ら
布
を
集
め
、
地
元
の
人
た
ち
と
一
緒
に
縫
い
、
そ

れ
を
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
会
場
に
広
げ
た
。
こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
「
福

島
大
風
呂
敷
」
と
呼
び
、
今
な
お
毎
年
、
全
国
各
地
で
形
や
場
所
を

変
え
な
が
ら
「
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
F
U
K
U
S
H
I
M
A
!
」
が
行

わ
れ
る
た
び
に
、
中
崎
氏
ら
が
作
っ
た
布
は
広
げ
ら
れ
て
い
る
と
い

対
談
「
福
島
に
向
き
合
う
•
福
島
を
伝
え
る
」

登
壇
者
／
岡
部 

昌
生
（
美
術
家
）、

　
　
　
　

港 

千
尋
（
写
真
家
／
著
述
家
／
N
P
O
法
人
I
n
s
t
i
t
u
t
e

　
　
　
　

代
表
理
事
）

モ
デ
レ
ー
タ
ー
／
八
巻 

真
哉
（
京
都
府
文
化
ス
ポ
ー
ツ
部
文
化
交
流
事
業
課
）

岡
部
昌
生
氏
と
港
千
尋
氏
の
15
年
前
の
出
会
い
か
ら
、
話
は
ス
タ
ー

ト
。
2
0
0
9
年
福
島
県
立
博
物
館
で
の
展
覧
会
に
関
わ
っ
た
２
人

は
、
そ
の
後
い
ろ
い
ろ
な
形
で
福
島
と
関
わ
っ
て
行
く
。
3
・
11
以

降
の
2
0
1
1
年
夏
、
京
都
精
華
大
学
で
行
っ
た
岡
部
氏
の
公
開
制

作
で
は
、
3
・
11
の
被
災
地
の
土
を
使
う
こ
と
で
、
被
災
地
で
は
な

い
京
都
と
被
災
地
域
が
ど
う
向
き
合
っ
た
か
を
考
察
し
た
。
そ
の
翌

年
か
ら
、
岡
部
氏
が
参
加
し
た
「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
で
は
、
津
波
で
押
し
流
さ
れ
た
防
波
ブ
ロ
ッ
ク
や

除
染
活
動
に
伴
う
御
神
木
の
伐
採
と
い
っ
た
被
害
と
復
興
の
現
状
を

フ
ロ
ッ
タ
ー
ジ
ュ
作
品
に
よ
っ
て
記
録
す
る
活
動
を
長
期
的
に
実

施
。
ま
た
、
作
品
を
核
と
し
た
ト
ー
ク
イ
ベ
ン
ト
な
ど
で
、
被
災
地

の
人
た
ち
に
向
き
合
っ
て
き
た
。
同
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
制
作
地
の
一

つ
と
な
り
、
港
氏
も
同
行
し
た
福
島
県
石
川
町
で
は
、
戦
中
に
行
わ

れ
て
い
た
ジ
ル
コ
ニ
ウ
ム
の
精
錬
工
場
跡
地
を
制
作
対
象
と
し
、
福

う
。
ま
た
、
2
0
1
0
年
に
中
崎
氏
が
メ
ン
バ
ー
の
１
人
で
あ
る

N
a
d
e
g
a
t
a 

I
n
s
t
a
n
t 

P
a
r
t
y
が
、
青
森
県

の
国
際
芸
術
セ
ン
タ
ー
青
森
で
発
表
し
た
《
24 

O
U
R 

T
E
L
E
V
I
S
I
O
N
》
は
、
セ
ン
タ
ー
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
有
志

の
協
力
の
も
と
、
地
元
の
テ
レ
ビ
局
関
係
者
、
演
劇
や
ダ
ン
ス
関
係

者
な
ど
と
手
を
組
ん
で
、「
一
日
限
り
の
テ
レ
ビ
番
組
を
作
る
」
と

い
う
大
掛
か
り
な
作
品
を
完
成
さ
せ
る
こ
と
が
で
き
た
と
い
う
。
日

比
野
克
彦
氏
は
、ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
だ
け
で
な
く
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
ホ
ス
ピ
タ
ル
や
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

イ
ン
ダ
ス
ト
リ
ー
と
い
っ
た
い
ろ
い
ろ
な
場
所
に
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が

入
っ
て
行
く
必
要
性
を
強
調
し
た
。
日
比
野
氏
が
2
0
0
3
年
か
ら

参
加
す
る
、
新
潟
県
の
「
大
地
の
芸
術
祭　

越
後
妻
有
ト
リ
エ
ン
ナ
ー

レ
」
で
は
、
閉
校
に
な
っ
た
小
学
校
に
入
っ
て
行
っ
た
。
地
元
の
人

た
ち
と
一
緒
に
つ
く
れ
る
も
の
を
模
索
し
た
結
果
、
ア
サ
ガ
オ
を
育

て
始
め
た
。
毎
年
で
き
る
そ
の
種
は
そ
の
新
潟
だ
け
で
な
く
、
日
比

野
氏
が
展
覧
会
を
行
う
別
の
地
域
で
蒔
く
た
び
に
、
新
潟
の
人
た
ち

が
駆
け
つ
け
た
り
、
ア
サ
ガ
オ
の
種
を
元
に
し
て
新
た
な
繋
が
り
が

生
ま
れ
て
い
る
と
い
う
。
こ
う
し
た
２
人
の
経
験
談
に
よ
る
ま
と
め

と
し
て
、
自
身
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
で
あ
る
藤
浩
志
氏
か
ら
、
ア
ー
テ
ィ

ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
の
有
無
に
よ

り
地
域
の
文
化
格
差
が
生
ま
れ
て
い
る
こ
と
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ

ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
や
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
を
行
う
地
域
に
ア
ー
ト

コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
タ
ー
が
育
ち
始
め
て
い
る
こ
と
、
小
学
校
や
中
学
校

と
い
っ
た
学
校
教
育
に
も
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
や

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
の
協
働
を
組
み
込
む
べ
き
で
あ
る
こ
と
な
ど
が
提

言
さ
れ
た
。

「
R
e

-

S
e
a
r
c
h
」
を
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
た
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
事
業
「
京
都

:

R
e

-

S
e
a
r
c
h
」「
大
京
都
」
を
府
内
各
地
で
取
り
組
ん
で
い
く
。
こ
れ
は
、
府
内
各
地
に
眠
る〝
タ
カ
ラ
〞を

掘
り
起
こ
し
、
ア
ー
ト
の〝
チ
カ
ラ
〞を
介
し
て
、
新
た
な
価
値
観
の
発
見
や
発
信
へ
と
繋
ぐ
、
地
域
の
文
化
資
源
を
生

か
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
目
や
力
を
通
し
て
、
地
域
を
観
察
し
、
地
域
主
体
で
文
化
芸
術
活
動
に
関
わ

る
環
境
づ
く
り
を
促
進
し
、
地
域
の
ポ
テ
ン
シ
ャ
ル
や
魅
力
を
ア
ー
ト
の
視
点
か
ら
引
き
出
し
て
い
く
。

本
フ
ォ
ー
ラ
ム
で
は
、
東
日
本
大
震
災
後
、
福
島
県
立
博
物
館
が
中
心
と
な
っ
て
行
っ
て
い
る
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト

「
は
ま
・
な
か
・
あ
い
づ
文
化
連
携
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
」
と
の
共
同
開
催
に
よ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
活
動
を
通
し
た
ア
ー
ト

が
社
会
(地
域
)に
与
え
る
可
能
性
に
つ
い
て
議
論
が
深
め
ら
れ
た
。

地域‶と”向き合う
京都:Re-Search×福島:はま・なか・あいづ文化連携プロジェクト フォーラム
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分
科
会

「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に
よ
る
『
滞
在
』
と
『
制
作
』」

フ
ァ
シ
リ
テ
ー
タ
ー
／
大
澤 

寅
雄
（
ニ
ッ
セ
イ
基
礎
研
究
所
芸
術
プ
ロ
ジ
ェ
ク

ト
室
／
文
化
生
態
観
察
）、
小
田
井 

真
美
（
さ
っ
ぽ
ろ
天
神
山
ア
ー
ト
ス
タ
ジ
オ

A
I
R
デ
ィ
レ
ク
タ
ー
）

総
評
／
菅
野 

幸
子
（
A
I
R 

L
a
b
ア
ー
ツ
・
プ
ラ
ン
ナ
ー
／
リ
サ
ー
チ
ャ
ー
）

小
田
井
真
美
氏
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
は
何
か

を
解
説
し
た
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
は
、ア
ー
テ
ィ

ス
ト
が
主
体
的
に
選
ん
で
、
自
身
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
や
作
品
の
た
め

に
行
く
も
の
で
あ
り
、
普
段
の
拠
点
か
ら
離
れ
、
一
定
期
間
他
の
場

所
に
滞
在
す
る
こ
と
で
あ
る
。
こ
う
し
た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
受
け
入

れ
る
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
か
ら
す
れ
ば
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
社
会
的
存

在
と
意
識
を
認
め
、
人
、
資
金
、
場
の
ど
れ
か
、
も
し
く
は
全
部
や

一
部
を
提
供
す
る
サ
ポ
ー
ト
で
あ
る
。
支
援
の
成
果
と
し
て
の
作
品

や
展
覧
会
（
ア
ウ
ト
プ
ッ
ト
）
を
プ
ロ
グ
ラ
ム
中
に
求
め
る
こ
と
は

必
須
で
は
な
く
、
プ
ロ
グ
ラ
ム
ご
と
に
任
意
で
設
計
を
行
う
こ
と
が

で
き
る
。ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
同
じ
く
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
も
個
人
、単
体
、

集
団
な
ど
多
様
で
あ
る
。
現
在
「
T
r
a
n
s
A
r
t
i
s
t
s
」

と
い
う
世
界
で
一
番
大
き
な
デ
ー
タ
ベ
ー
ス
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
で
は
、

ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
は
①
同
一
の
ア
ー
テ
ィ
ス

ト
に
複
数
回
の
滞
在
チ
ャ
ン
ス
が
与
え
ら
れ
て
い
る
こ
と
②
有
料
宿

泊
施
設
で
は
な
い
こ
と
③
招
待
制
や
連
携
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
の
限
ら
れ

た
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
為
で
は
な
い
こ
と
④
自
国
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
に

限
定
せ
ず
、
広
く
国
際
的
な
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
を
受
け
入
れ
て
い
る
こ

と
、
が
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
条
件
と
し
て
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
日
本
に
お
い
て
は
、
1
9
9
0
年
代
に
導
入
さ
れ
、

2
0
0
0
年
以
降
、
特
に
3
.
1
1
以
降
の
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
の
定
義
は
拡
張
し
て
い
る
。
例
え
ば
ア
ー
ト
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
と
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
中
間
の
よ
う
な
も

の
や
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
経
費
を
負
担
し
て
移
動
・
滞
在
す
る
こ
と

ま
で
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
呼
ん
で
い
る
。
い
ず

れ
の
場
合
も
、
よ
そ
者
で
あ
る
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
滞
在
地
域
の
住
民

に
刺
激
を
与
え
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
の
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
が
構
築
さ
れ
る

こ
と
、
つ
ま
り
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
と
は
、
創
造

的
環
境
の
イ
ン
ビ
ジ
ブ
ル
な
基
盤
整
備
に
有
効
で
あ
る
。
こ
う
し
た

状
況
下
に
お
い
て
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
と
オ
ー
ガ
ナ
イ
ザ
ー
の
双
方
が

「
や
っ
て
良
か
っ
た
」
と
思
え
る
こ
と
が
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
の
成
功
で
あ
る
と
言
え
る
。

続
い
て
大
澤
寅
雄
氏
か
ら
、
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
聴
講
者
向
け
に
行
う

ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
の
説
明
が
あ
っ
た
。
参
加
者
は
４
〜
５
人
の
グ

ル
ー
プ
に
分
か
れ
、
席
に
着
く
。
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ

ン
ス
と
は
何
か
を
説
明
す
る
文
章
を
、
単
語
ご
と
に
分
解
し
、「
助

詞
を
抜
い
て
」
作
る
。
例
え
ば
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
が
作
品
を
作
る
」

と
い
う
文
章
の
場
合
、
与
え
ら
れ
た
付
箋
に
「
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
」「
作

品
」「
作
る
」
と
い
っ
た
単
語
を
、
名
詞
、
動
詞
、
形
容
詞
・
副
詞

で
色
が
異
な
る
付
箋
に
書
く
。
個
人
あ
る
い
は
グ
ル
ー
プ
で
作
成
し

た
ら
、
そ
の
付
箋
を
シ
ャ
ッ
フ
ル
し
て
元
の
文
章
と
は
全
く
異
な
る

文
章
と
し
て
並
び
替
え
る
。
適
当
に
組
み
合
わ
さ
れ
た
文
章
が
い
く

つ
か
で
き
た
ら
、
別
の
テ
ー
ブ
ル
へ
移
り
、
テ
ー
ブ
ル
の
上
に
あ
る

文
章
に
つ
い
て
周
り
の
人
た
ち
と
話
を
す
る
。
さ
ら
に
助
詞
や
別
の

言
葉
を
加
え
な
が
ら
、
新
た
な
文
章
に
す
る
。
そ
し
て
最
初
の
テ
ー

ブ
ル
に
戻
る
。

こ
う
し
た
流
れ
で
作
ら
れ
た
文
章
は
、

・
常
識
だ
け
で
対
話
す
る
主
婦
が
資
源
活
用
を
生
か
す

・
交
わ
る
が
ハ
プ
ニ
ン
グ
を
育
て
る

・
苦
し
み
の
井
戸
端
会
議
に
出
掛
け
る

・
景
色
が
来
る

な
ど
が
挙
げ
ら
れ
た
。
最
後
に
大
澤
氏
か
ら
、
こ
の
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

の
タ
イ
ト
ル
同
様
に
、
助
詞
に
こ
だ
わ
っ
て
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・

レ
ジ
デ
ン
ス
に
つ
い
て
の
文
章
を
作
る
と
い
う
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

だ
っ
た
こ
と
が
告
げ
ら
れ
た
。
前
半
の
小
田
井
氏
の
説
明
に
あ
っ
た

よ
う
に
、
ア
ー
テ
ィ
ス
ト
・
イ
ン
・
レ
ジ
デ
ン
ス
の
定
義
は
拡
張
し

て
お
り
、
説
明
し
に
く
い
活
動
で
も
あ
る
。
そ
の
た
め
、
こ
の
ワ
ー

ク
シ
ョ
ッ
プ
で
協
働
で
作
り
上
げ
た
文
章
の
よ
う
に
、
自
由
に
発
想

し
な
が
ら
、
立
場
の
違
い
を
越
え
て
、
目
的
や
成
果
に
対
す
る
認
識

の
共
通
点
や
相
違
点
を
対
話
す
る
こ
と
が
重
要
で
あ
る
。
と
い
う
話

が
あ
っ
た
。
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